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県立学校における教育活動の再開について（通知） 

 

  

本日、本県に対する新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態が解除

されたことを踏まえ、「新型コロナウイルス感染症防止のための臨時休業について」（令

和２年５月４日２教高第６６４号教育長通知）により５月３１日（日）としている教育

委員会指定休業日の終期を、５月１７日（日）に変更します。 

ついては、５月１８日（月）以降、準備が整った学校から、別紙１及び別紙２に留

意して教育活動を再開してください。 

なお、５月２２日（金）までの間は、「新型コロナウイルス感染症対策としての学校

の臨時休業に係る学校運営上の工夫について」（令和２年５月１日２文科初第２２２号）

を参考に、いわゆる「分散登校」の形式による教育活動を実施する期間とします。ただ

し、学校運営上必要と認められる場合は、当分の間、「分散登校」を継続することがで

きるものとします。 

 また、「教育活動再開に向けた登校日の設定について」（令和２年５月４日２教高第

７０８号教育長通知）は、廃止します。 
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別紙１  

 

教育活動再開に伴う感染防止等に係る留意事項 

 

高校教育課・体育スポーツ健康課 

 

１ 基本的な対応 

（１）可能な限り３つの密を回避する工夫を行うこと。 

（２）学校医及び学校薬剤師などと連携し、感染防止について具体的な指導・助言を得

ることができるような体制を構築しておくこと。 

（３）感染者及び濃厚接触者の発生について把握できるような連絡体制を構築してお

くこと。その際、個人情報の取扱いについては十分留意すること。 

（４）生徒及び職員にマスクの着用や手洗い等の感染防止策を徹底すること。また、毎

朝、検温と風邪症状の確認を行うこと。その際、風邪の症状が見られる場合は、無

理をせず自宅で休養するよう指導すること。 

（５）「健康観察シート」（令和２年５月１４日２教体第４７２号別添①）を用いるな

ど、登校前に自宅において生徒の健康状態（検温等）の確認を行うよう指導するこ

と。 

 なお、登校前に確認できなかった生徒については、保健室等において検温や健 

康状態の確認を行うこと。 

（６）生徒昇降口や廊下等において、可能な限り密集が起こらないよう十分留意する

こと。 

（７）公共交通機関を利用する場合は、マスク着用や会話を控えることなど感染防止

について指導すること。 

（８）別添「「新しい生活様式」の実践例」を生徒及び職員に配布し、感染防止等の参

考とすること。 

 

２ 「分散登校」に係る出欠の取扱い 

（１）「分散登校」開始までの間、学校全部を休業とする場合は、校長指定休業日とし、

授業日数に含まないこととする。 

（２）学年ごとに登校日を設定する場合は、登校の対象である学年は授業日数に含み、 

登校の対象でない学年は授業日数に含まないこと。 

（３）学年の一部を登校日に設定する場合は、学年の授業日数に含み、登校の対象で 

ある生徒については出欠を記録するとともに、登校の対象でない生徒については

「出席停止・忌引等の日数」として記録すること。 

（４）登校に際して、不安を持つ保護者及び生徒に対しては、学校で講じる感染症対策

について十分説明し、学校運営の方針等について理解を得るよう努めるとともに、

生徒の不利にならないよう弾力的に対応すること。 

 

３ 授業等における対応 

（１）授業前後及び授業中に換気の徹底を図ること。窓のない部屋については、常時入

口を開けておくなど十分に換気に努めること。 

（２）授業中は、生徒が密集して活動する長時間の学習活動や近距離での会話や大声

での発声を伴う活動をできる限り避けること。また、教室等では、生徒間の距離を

できる限り確保すること。 

（３）実験器具などを共用した場合は、適宜、手洗いをするよう指導すること。また、



- 2 - 

 

使用した実験器具等の消毒を必要に応じて行うこと。 

（４）ドアノブやスイッチなど多くの生徒が手を触れる箇所については、適宜、消毒す 

ること。 

（５）教科等における感染防止のための対応については、次の表を参考にすること。 
 

教科等  感染防止のための主な対応例  

総合的な

学習（探

究）の時

間  

・外部の専門家等による講義などについては、実施形態や実施時期を考慮

し、場合によっては中止も検討する。  

・探究活動においてフィールドワークを実施する場合は、活動場所の感染

状況を確認し、実施時期や方法を検討し、必要に応じて感染防止の対策を

講じる。  

保健体育  

・個人や小集団で、密集せず距離を取って行うことができる運動を行う。  

・可能な限り屋外で授業を行う。  

・狭い範囲での密集を伴う集合・整列の場面を避ける。  

・体育館のような広く天井の高い場所でも、人の密度の高い、低いに関わ

らず、換気に努める。  

芸術  

【美術・書道】  

・グループ制作を可能な限り控える。  

・道具は可能な限り人数分を準備し、共用を避ける。  

【音楽】  

・対面での練習や狭い空間、密閉状態での歌唱指導を可能な限り控える。  

・楽器の共用を可能な限り避ける。  

家庭  

・被服実習については、対面での作業は行わない。  

・可能な限り、実習道具の共用を行わない。  

※調理実習については、高校教育課から通知があるまで実施しないこと。  

情報・商業  
・必要に応じて、パソコン等の機器の消毒を行う。  

・実習室入室前後の生徒の手洗いを徹底させる。  

農業・水産  
・施設・設備の消毒を徹底し、可能な限り実習道具の共用を行わない。  

・販売実習においては、密接を避け、販売者と購入者の距離を確保する。  

工業  
・班ごとの実習では、マスクを着用させ、可能な限り生徒間の距離をとる。 

・必要に応じて、使用する機器類の消毒を行う。  

 

（６）食堂の利用時においては、椅子を向かい合わせにしない、会話を控えるなどの

対応を行い、生徒同士の間に可能な限り距離を確保すること。 

 

４ 学校行事 

運動会や文化祭、学習発表会、修学旅行など生徒が密集して長時間活動する学校 

行事は、当分の間行わないこと。 

 なお、今後実施が可能になった場合は、実施時期、実施方法及び実施内容、保護者

等の参観者への感染防止対策等について十分留意すること。 

 

５ 部活動 

  部活動は、５月２５日（月）以降、「分散登校」が終了している学校は実施できる

こと。実施に係る詳細については、別紙２を参照すること。 

 

６ 課外授業 

課外授業（いわゆる「土曜講座」等を含む。）は、５月２５日（月）以降、「分散登
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校」が終了している学校は実施できること。実施する場合は、生徒の健康状態及び

「３ 授業等における対応」を踏まえ、適切に対応すること。 

 

７ その他 

  感染者及び濃厚接触者が確認された場合については、「教育活動再開後における新  

型コロナウイルス感染症対策の徹底及び児童生徒等の感染が判明した場合等の対応 

について」（令和２年５月１４日２教体第４７２号）を参照すること。 

 



別紙２ 

 

学校再開後における部活動の留意事項 

 

体育スポーツ健康課・高校教育課 

 

 学校再開後の部活動の実施に当たっては、当分の間、以下の点に注意すること。また、

今後も新型コロナウイルス感染症に係る対応が続くことが考えられることから、部活動

が教職員に過度な負担とならないよう十分に配慮すること。 

なお、分散登校期間については、部活動は実施しないこと。 

 
１ 活動計画等について 

・  生徒本人と保護者の意向を十分に確認し、同意を得た上で活動すること。その際、

活動への参加を強制することがないよう配慮すること。 

・  密集を避けるため活動場所ごとに人数の上限（例：1 名／２５㎡程度）を定める

こと。また、密集せずに距離をとって行うよう工夫すること。 

・  臨時休業期間中に生徒の体力等が低下している状況に鑑み、徐々に体を慣らして

いくなど、短時間で段階的に指導すること。 

・  練習試合等、他校との合同練習については、体力が十分に回復した上で慎重に判

断すること。 

・  県のホームページ等により、感染状況の最新の情報を入手し、生徒が感染する可

能性がある場合は、躊躇なく計画の変更・中止等を行うなど適切な措置を講じるこ

と。 

 

２ 活動実施について 

＜活動前＞ 

・  活動前の健康観察を十分に行うとともに、体調がすぐれない生徒は速やかに下校

するよう指導すること。 

 

＜活動中＞ 

・  身体接触を伴う活動、また、近距離での会話や発声が行われる活動を極力避ける

こと。 

・  こまめな休憩を挟み、その都度うがいと手洗いを徹底するよう指導すること。 

・  給水用のボトルやコップ、タオル等は共用しないよう指導すること。 

・  共用する器具や用具（トレーニング器具や楽器、調理器具、実験器具等）は、使

用前後に消毒させること。 

・  室内で活動する場合には十分な換気を行うとともに、生徒が手を触れる箇所（ド

アノブ、手すり、スイッチ等）はこまめに消毒させること。 

・  活動中の健康観察を十分に行うとともに、体調がすぐれない生徒は速やかに下校

するよう指導すること。 

 

＜その他＞ 

・  打ち合わせやミーティングについては、オンライン等を活用するなど工夫するこ

と。 

・  部室等の利用は短時間とし、一斉に多数の生徒が利用しないようにするとともに、

部室内での会話は控えるよう指導すること。 

 

 ※ なお、学校の管理を離れて活動する場合は、密集を避けるなどの感染症防止対策

を徹底するよう指導すること。 



【別添】 

「新しい生活様式」の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（厚生労働省ホームページより） 


